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第第２２ 北海道の治安実態北海道の治安実態

令和２年中、道内で認知した刑法犯は１万8,467件で、前年に比べて5,140件（21.8％）減少し、

平成15年以降18年連続の減少となりました。重要犯罪の認知件数は306件で、前年に比べて５件

（1.7％）増加、重要窃盗犯の認知件数は1,469件で、前年に比べて517件（26.0％）減少、知能

犯の認知件数は684件で、前年に比べて181件（20.9％）減少しました。

交通事故発生件数

【重要犯罪】

殺 人
強 盗
強制性交等
強制わいせつ
放 火

略取誘拐及び人身売買

【知能犯】

詐 欺
横 領
偽 造
汚 職
背 任 等

【重要窃盗犯】

侵入窃盗
自動車盗
す り
ひったくり

令和２年中、道内で発生した人身交通事故は、前年に比べて1,697件減少して7,898件、
死者は８人減少して144人でした。
（全国：人身交通事故30万9,178件 前年比-７万2,059件、死者2,839人 前年比-376人）
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【刑法犯認知件数】
件
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人身交通事故の多発時期

北海道 全国

月 12月(10.3%）、10月(9.7%) 12月(10.0%）、10月(9.4%）

曜 日 金曜日(16.5%）、木曜日(15.2%） 金曜日(16.6%）、木曜日(15.4%）

時 間 16～18時(16.1%）、８～10時(14.5%） 16～18時(15.8%）、８～10時(14.4%）

交通事故死者の状態別の割合

※ 割合は、小数点第２位を四捨五入しているため、全体で100％にならない場合もある。

人身交通事故の方面別発生状況

道内の非行少年は昭和58年を境に減少を続け、平成５年以降は5,000～6,000人台で推移し、

平成26年には1,000人台まで減少しました。

令和２年の非行少年は967人で、前年に比べて168人（14.8％）減少し、そのうち刑法犯で検

挙・補導した少年は815人で、前年に比べて190人（18.9％）減少しました。
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全 国

前 年 比 増 減 率 前 年 比 増 減 率 前 年 比 増 減 率

7,898 -1,697 -17.7% 144 -8 -5.3% 9,043 -2,003 -18.1%

5,787 -1,237 -17.6% 84 5 6.3% 6,582 -1,458 -18.1%

511 -150 -22.7% 12 4 50.0% 605 -203 -25.1%

717 -207 -22.4% 16 -10 -38.5% 854 -232 -21.4%

680 -82 -10.8% 21 -8 -27.6% 766 -97 -11.2%

203 -21 -9.4% 11 1 10.0% 236 -13 -5.2%

全 道
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区　分　

　方　面

発　生　件　数（ 件 ） 死　者　数（ 人 ） 傷　者　数（ 人 ）



0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
人

28年

29年

30年

元年

２年

1266

1204

1020

937

778

241 1,507

249 1,453

260 1,280

198 1,135

189 967

【非行少年の男女別推移】

男子 女子

0 5 10 15 20 25
人

28年

29年

30年

元年

２年

2

2

2

2

1

6

4

6

10

9

3

6

1

3

1

3 14

4 16

4 13

3 18

1 12

【凶悪犯の推移】

殺人 強盗 放火 強制性交等
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成人を含む全刑法犯検挙人員に占める犯罪少年の割合は7.7％で、全国の9.6％を下回ったほ

か、刑法犯で検挙した犯罪少年の人口比（同一年齢層の少年人口1,000人当たりの刑法犯で検挙

した犯罪少年の比率）は2.1で、全国の2.6を下回りました。特別法犯で検挙・補導した少年は

149人で、前年に比べて24人（19.2％）増加し、そのうち薬物事犯で検挙した少年は36人で、前

年に比べて18人（100.0％）増加しました。

【非行少年の検挙・補導状況】 （人）

刑法犯 特別法犯 ぐ犯
総数

小計 犯罪少年 触法少年 小計 犯罪少年 触法少年 少年

28年 1,507 1,331 887 444 175 153 22 1

29年 1,453 1,308 809 499 142 128 14 3

30年 1,280 1,134 751 383 146 135 11 0

元年 1,135 1,005 674 331 125 117 8 5

２年 967 815 544 271 149 133 16 3

非行少年：犯罪少年、触法少年及びぐ犯少年をいう。

犯罪少年：罪を犯した14歳以上20歳未満の者をいう。

触法少年：刑罰法令に触れる行為をした14歳未満の者をいう。

ぐ犯少年：保護者の正当な監督に服さない性癖があるなど、一定の事由があって、その性格又は環境から

判断して、将来、罪を犯し、又は刑罰法令に触れる行為をするおそれのある少年をいう。

凶 悪 犯：殺人、強盗、放火及び強制性交等をいう。
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【校内暴力の検挙・補導件数の推移】

小学 中学 高校
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【初発型非行の推移】

万引き オートバイ盗 自転車盗 占有離脱物横領
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初発型非行：万引き、オートバイ盗、自転車盗及び占有離脱物横領をいう。

○ 警察が取り扱った校内暴力事件は５件で、前年に比べて７件減少

○ 小学校で３件、中学校で１件、高校で１件

○ 全件が生徒間暴力

○ 飲酒、喫煙、深夜はいかい等により警察が補導した少年は１万1,182人で、前年に

比べて2,348人減少

○ 飲酒、喫煙、深夜はいかいが全体の69.8％
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【不良行為少年の補導の推移】

男子 女子


